
先端技術の急速な進展やライフスタイル・ ニーズの多様化による保険事業を取
り巻く環境変化への対応としてイノベーション取り組みを推進しています。
当社がこれまで築き上げてきた伝統と革新を掛け（X）合わせ、未知（X）に挑
み続け、人生100年時代を豊かにする未来社会を私達自らが創り上げたいとの想
いをもって、2020年度から対外呼称Nippon Life XとしてR&D活動に取り組んで
います。

国内外スタートアップ市場の成長への寄与と、新規事業創造を加速させることを目的にイノベ－ション投資の専用財源
900億円を活用し、先端技術等の調査・探索を海外・国内の両輪でより一層幅広く実施していきます。
海外においては、イノベーション先進地域における黎明期の技術や、保険・資産形成・ヘルスケア等に関する先進ビジネ
スモデルの調査・探索を継続します。
国内においては、急成長が見込まれる国内スタートアップ市場でのプレゼンス向上に向け、2024年度にグループ運用会社
で国内のベンチャーキャピタルおよびスタートアップ企業に投資するファンドを新設しました。 引き続き有望スタート
アップ企業の探索や協業推進等の取り組みを進めていきます。

イノベーション開発

R&Dの推進・強化
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出資時期 企業 事業概要

2024年7月 アスエネ株式会社 脱炭素ソリューションサービスの提供

2024年10月 株式会社ゼスト 介護事業者向けのSaaS＊開発・販売

2024年11月 株式会社HQ AIを活用した最適なカフェプランの提供

＊ Software as a Service:クラウドのソフトウェアをインターネット経由で利用できるサービス

2020年度から開始した社内起業プロジェクトを通じて、職員のイノベーションマインドやアントレプレナーシップ育成等
の社内風土醸成にも積極的に取り組んでいます。現在も複数の事業開発・検討を進めており、当プロジェクト第一号案件
である「ちょこいく」は2024年に事業化しました。今後も当社が事業環境の変化や、多様化するお客様ニーズに持続的に
適応していくための人材育成・風土醸成の取り組みを継続・発展させていきます。

AIを活用した保険事業の高度化・新規ビジネスの創造に取り組む中、2023年12月にスタンフォード大学医学部とのヘル
スケア領域のAIの共同研究を開始しました。同大学が持つ実世界のヘルスケアデータを用いて、糖尿病・急性心筋梗塞を
ターゲットにした疾病臨界遷移予測モデルの研究・開発＊を行っており、当研究成果は論文として公に発表する予定で
す。今後、当研究から得られた疾病予測モデル開発の知見やノウハウ、発表された研究成果を基に、保険・保険周辺事業
でのビジネスへAI技術を適用し、人生100年にわたる安心・安全の提供、健康寿命延伸へ貢献していきます。

＊ 複雑な疾患は、正常な状態、疾患前の状態(または臨界遷移状態)および疾患状態の３つの状態を経て進行するが、当研究では疾患にな
る前の臨界遷移状態を予測するAIモデルを研究

2024年度に新設した国内スタートアップ向けファンドからの投資状況

新規ビジネスの創造

社内起業プロジェクト発「ちょこいく」の職員インタビューはこちら

先進AIモデル開発の共同研究

Nippon Life X ホームページはこちら
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https://www.nissay.co.jp/sustainability/management/focus/chokoiku/
https://www.nissay.co.jp/kaisha/nipponlifex/



